
１．基調講演
講師：

①Kyaw Htin Kyaw氏、「MOEAFミャンマー海外人材派遣企業協会」

１）理事 ２）規制・規則委員会委員

３）タイ派遣労働者の保護委員会委員

４）CCMC メンバー（送出機関のILOに準拠したグレードアップ精査）

Moe Yan 社 社長

②Aye Aye Khaing氏、
Moe Yan 社 取締役



ミャンマーの労働情勢

総人口は5100万人、15歳以上の労働力人口は2100万人であり、
組合組織率は0.01％である。農業分野51.7％、工業分野16.8％、
サービス産業31.4％の構成である。実質GDPの伸びは2015年
7.29％、16年6.3％、17年7.51％である。物価上昇率は2015年
10.01％、16年7％、17年6.9％である。最低賃金は2015年3万チャッ
ト、17年4万チャット（1米ドル＝1350チャット）である。失業率は2015
年0.8％、16年0.81％である。

労働組合法が2012年から適用されるようになり、基礎、郡区、地域、
連合、総連合と段階的に組合組織が作られるようになった。しかし
労働法に詳しい法律専門家や弁護士が少ない。このことは、使用
者は、違反をしても罰金を払えば良いという態度をよんでいる



ミャンマー労働省とミャンマー海外人材派遣
企業協会（MOEAF）の関係と役割

Myanmar Ministry of Labor

日本への技能実習生送出認可機関

１２４

現労働大臣
私

２５９

外国人技能実習機構
認定監理団体 ９２１
（内、ミャンマー人扱い
可能団体１５３）（Moe Yan 社含め）

ミャンマー海外人材派遣企業協会（MOEAF）



Moe Yan Overseas Employment Agencyと
Moe Yan General Services co., ltdの強み

１．必要経費：国が定めた金額

２．派遣前教育体制

３．実習生募集ネットワーク

４．日本の「外国人技能実習機構」（法務省、
厚生労働省認可）の信頼厚い

５．日本に代理窓口（サンダーリングライト
株式会社）を置きアフターサービス体制
技能実習生- 個人相談、受入監理団体との調整

(Moe Yan Overseas Employment Agency)
技術社員- 個人相談、採用企業との調整

（ Moe Yan General Services co., ltd）
６．技能実習生と同時に優秀技術社員
の採用人選ネットワーク
（Moe Yan General Services Co., Ltd)



日本での「Ａ．技能実習生受入れ」と「Ｂ．技術社員採用」との違い

９７％

Ａ． Ｂ．外国人技術社員採用・招へい

雇用主企業の手続きフロー
１．ミャンマーでの面接・内定
２．就労ビザ取得可能性確認

取得するための必須条件
（学歴、職種等）

３．雇用契約書取り交わし
４．就労ビザ申請
５．受け入れ準備
６．入社後の手続き（住民

登録等）


